
鞄

球

第
六
怨

寸J
の
関
で
み
ろ
｡
:
の
岱

JT,谷
は
井
土
ヶ
谷
町
に
放
て
飯
に
鴻

雨

下
二

十
兆
で
本
町
筒
仰
洩

T
T
=
に
於
て
鴇
耐
丁
四
十
八
光
以
上
`1-漉
し
て

ゐ
ろ
O
又
新
田
町
棟
桁
及
本
牧
褒
め
北
下
の
山
減
町
撃

池
場

は探
.V,･%

谷
か
悩

て

ゝ
胡
封
了

品

柄
下
立
光
り
基
地
で
あ
る
O
之
等
の
璽

元

値
同
探
細
り
分
相
か
ら
見
ろ
亡
横
筋
は
洪
横
枇
後
の
或
時
代
11
少
-
寸)

も
二
十
兆
沈
降
L
i1
･
こ
,
私
蔵
ほ
れ
る
の
は
壁

用
に
放
け
る
約
三
十
光

の
沈
降
}品
ハ
に
著
し
い
過
去
の
串
雄
で
あ
る
｡
第

二
版
-二
は
試
練
非
り

地
質
粒
状
樹
,,
地
質
噺
面
倒
か
抱
け
て
み
ろ
｡
(
N
)

〓
〓
〓
〓

〓〓〓〓〓
一〓
=
〓
l〓
〓
〓
〓

l〓〓〓〓
〓
〓

鮮

租
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o

筑

前
遠

賀

都

洞

山

島

の

砥

石

暦

筑
盤
炭
田
の
北
執
.

長
尾
弧
学
士
の
濃
尾
厨
群
申
11
は
盛
々
_ニ
化
石
の
産
地
か
あ

っ
て
､
給

水
博
士
の
編
岡
圃
場
説
明
科
_二
も
喋
川

-
1二
･L
踊
り
化
石
か
組
版
さ
れ

水
戸
規
学
士
り
筑
盤
凹
耶
朕
田
地
質
胤
に
も
本
城
高
須
山
成
り
各
田
方

栄
_殉
ー
坂
ホ
額
か
,･化
石
適
地
?}
し
て
砕
け
ら
れ
t.J
み
ろ
O
‥
れ
串
の
地

層
に
つ
き
て
は
点
描
撃
士
に
ょ
つ
て
細
密

_こ
研
究
さ
れ
つ
ゝ
あ
る
が
.

自
分
は
今
夏
ー
北

九
州
放
行
の
際
､
野
田
以
蝉
士
か
ら
趣
味
み
る
談
話

か
鵡
ーI
J
ー
庶
登

り
念
純
小ず
る
.1
よ
し
な
-
.
洞
山
払
Li
数
時
間
か
放

し
小卜
0

洞
-;
島
は
淀
裂
川
の
河

日
に近
さ
川
園
十
飴
町
の
小
払
で
固
北
_二
向

つ
て
滑
品
-
延
び
~
対
岸
の

相似
碑
岸
亡
の
関
に
は
橋
か
み
ろ
｡
畠
の

山河
仇什
_:
けい
山神蝕
薬
.わ･､
巾
厳

-･rBT.Ttら
汁川
れ
一.J
.
維
山刀
の
放
伐
断
…雌
+
}
の
相
川

第
四
鱗

芸

二

七
六

に
頚
地
が
出
充
て
ゐ
ろ
O

=
～
_ニ
料
亭
肝
秘
曲
べ
て
過
巷
客
か
呼
び
､

放
尿
か
ら
-
抱
軸
の
佃
が

み
ろ
｡
相
似
の
鴇
岸
か
ら
柿
か
放
っ
て
洞
山

島
に
著
-
､
寸,
粗
粘
砂
岩
が
あ
っ
て
ぺ
タ
デ
,t
其
他
二
枚
介
の
化
石
が
盤

笛
に
存
在
す
る
.
鳥
か
光

_こ狙
ろ
く
細
粒
の

砂
岩
寸,
光
り
､
化
石
は
見

え
和
が
ー
西
北
尖
端
附
近

.1再
び
粗
粘
砂
岩
が
露
出
し
て
､
ペ
ク
チ
ン

共
他
二
枚
介
の
北
石
か
存
在
す
る
｡
そ
れ
か
ら
品
在
西
に
狙
ろ

,,
~
料

亭
の
宰
り
汲
成
断
崖
は
給
紙
粘
り
紺
色
砂
岩
が
序
-
分
布
し
て
立
+,
し

て
ツ
ワ

テラ
や
ウ
ニ
軸
の
他
石
が
多

い
0
砂
岩
中
_こ
ノ
'･h
a
-
1J
}
し

て

択
自
竪
堀

S砂
岩塊
が
む
つ
て
､
特
_ニ
ッ
!
ア
ヲ
の
群
鉾
か
な
し
て

ゐ
ろ
リ
>
テ
ラ
に
は
こ
す
に
も
及
ぶ
大
形
り
-
の
も
め
ろ
｡
速
向
は
北

四
十

雌
力
東
九
十
度
西
.
傾
斜
束
北
に
二
十
度
内
外
｡
柏
餅
の
四
両
踏

岸
ナ
"I
カ
ケ
鼻
の
断
崖
は
督
純
色
の
細
粒
叉
は
粗
放
砂
岩
で
走
向
北
五

十
度
力
覚
六
十
度
四
､
傾
斜
束
北
に
二
十
度
伐
で

ペ
ク
チ
ン
､
夕
空
ア

ヲ
其
仙
二
枚
介
怨
介
粗
が
多

い
｡
即
ち
洞
山
附
班
の
暦
序

は

最

上
部
.i

如
拙
砂
岩
が
あ
っ
て
他
市
叱
-
.
次
に
粗
粘
砂
岩
の
沖
暦
が
あ
っ
て
ペ

ク
チ
ン
其
他

二

枚
介
牝
石
.1
富
み
､
=
の
下
が
厚

い
褐
色
砂
岩
で
ク
リ

テ
ラ
か

ま
TJ
L
t
そ
の
下

部は
脊
織
細

粒
組
数
砂
岩
で

ぺ
ク
テ

y
､
ヅ

り
テ
ラ
等
が
多

い
｡
(
上
冶
)

o

筑

豊

薗

憤

金

歯

山

条

と

瀬

妙

見
か

地

形

筑
恩
熊
田

の
中
火
ー
教
は
党
別
田
川
郡
､
四
は
筑
前
韻
稽
郡
の
低
さ
第
三
紀
の
丘

陵
地
な
陀
下
し
て
ー
城
=紙
状
に
蟹
え
ろ
金
開
山
発
は
余
憤
山

へ
四
二
二

光
)
か
最
高
･T,
し
て
､
帖
柊
山
(
二
三
〇
光
j1金
丸
羅
山
(
二
九
六
米
)鐸

三
宮
米
内
外
の
高
腰
ね
保
ち
つ
1
回
微
北
に
述
瓦
で
a
O
本
年
の
寛
閃

況他
せ
る
九
州
廃
紙淋
…帆
…氾
什
ハ
息
ハ
い
隠

退
か
穿
も
ノて
･日
誌
恥
か
切
り
拭
,き
､
四



hH
板
類
.
.b放
け
M
牧
山騰
守
り
現
金
-二
親
けり
t･･･-･mm
-11T
心
加叩
桁
か
ー堵
糾

し
小ト
ー;

党

は
甘
さ
サ
ル

テ
下
ブ
ロ
ッ
ク
で
魚
釣
サ
ス
噺
樹
規
み
閏
に
む

け
ー
紐

4
J枚
背
斜
好
む
兜
に
む

け
る
O
噺
榊
旗
下
に
は
新
糊
り
地
層
吐
成
彼
に

も
舵
ぜ
し
断
固
の
路
頭
~
及
新
ら
し
さ
玄
武
岩
異
の
熔
岩
丘
滞
室
山
が

み
ろ
｡
山
盛
は
古
松
肘
椛
岩
､
株
質
粘
舵
岩
及
厚
さ
石
灰
岩
よ
り
な
り

意
向
は
概
し
て
北
三
十
雌
許
西
､
傾
斜
東
北
に
三
四
十
摂
ー
田
方
の
断

府
屋
.1ニ
於
て
ほ
中
腹
以
下
に
は
粘
板
岩
紙
~
以
上
.1
は
石
灰
岩
か
露
出

L
t
束
斜
耐
食
部
は
石
沢
岩
の
カ
か
露
出
す
る
｡
従
っ
て
船
尾
山
瀬
の

石
択
石
切
場
及
大
規
輯
な
る
石
沢
製
造
工
場
か
初
め
ミ
し
て
ー
何
れ
の

石
切
場
も
束
斜
面
に
存
在
す
る
の
で
み
ろ
｡

石
灰
岩
の
地
表
_ニ於
け
ろ
藤
山
院
域
は
.
大
凡
南
北
四
肝
斑
四
二
､

五
肝
に
及
ぶ
べ
-
~
出
現
は
概
し
て
披
状
か
畠
す
る
嚢
地
肌
船
主
し
.

寒
地
の
非
職
叉
は
忠
旗
の
上
部
等
に
放
て
は
､
風
北
に
祇
赦
せ
る
石
灰

岩
が
.
恰
も
情
趣
の
氷
lg
ill
に
ぺ
rb
中
ソ
鳥
の
群
か
見
ろ
如
-
.
灰
白

の
腕
か
見
せ
て
共
成
か
ち
ら
は
ぜ

ろ

鹿

-
み
る
O
:

の
基
地
状
り
石
沢

岩
_二
は
数
個
の
若
rO
ド
>
ネ
が
存
在
す
る
｡
先
箱
分

7
特
赦
帝
国
析
_

も
五
個
は
明
か
に
示
さ
れ
t.J
ゐ
ろ
｡
本
年
の
八
Jl
中
旬
､
友
人
平
非

7小

久
代
TJ
共
に
調
ま
し
た
細
尾
山
上
の
ド
-

称
は
次
の
如
き
形
か
な
し
て

ゐ
小
卜
P

M
長
軸
か
瀬
田
_こ
射
し
､
南
北
約
二
十
光
位
の
楠
樹
形
､
拭
さ
十
五

来
､
底
は
平
坦
で
あ
る
が
四
隅
に

t
殴
低
-
-
探
さ
約
三
釆
位
で

石
沢
岩
塊
幽
々
ミ
し
､
こ
の
部
分
か
み
に
は
､
す

ゝ
き
.
-
ず
北
ハ

他
の
輩
水
が
据
生
し
て
ゐ
る
.
ド
り
ネ
り
他
の
部
は
塩
jF,革
の
故

す
る
の
み
で
あ
る
｡
=
¢
ド
Ⅴ
ネ
の
最
底
部
の
水
は
村
人
し
て
俄

紬

報

7'f;.
.･･小化
･ハ･O

脚

政

襟
十
米
静
で
は

蜘ゞ
形
､
小
火
にこ
滑
水
孔
が
わ
つ
て
そ
の
部
の

み
に
櫨
.
聖
水
其

他
の
草
木
が
凍
故
L
t
石
灰
岩
塊
の
幡

々
ii
ろ

‥
ミ
駒
の
狙
り
で
み
ろ
0
‥
の

押
水
孔
の
用
掛
は
漸
次
に
中
心
_

崩
れ
鉾
ち
て
ド
り
ネ
り
規
模
私
大
に
し
っ
ゝ
あ
る
｡

㈲
晶
中山
か
南
北
に
布
し
約
八
十
凍
.
巾
二
十
光
ー
鹿
地
が
筒
北
二
個

め
っ
て
､
二
つ
の
ド
Ⅴ
ネ
が
辿
放
し
勧
め
た
も
の
か
TJ
思
は
れ
る

北
の
政
地
底
に
は
押
水
孔
が
め
り
､
漸
舞
に
蟹
泣
し
っ
1
め
る
O

以
上
り
外
に
瀬
尾
山
の
四
方
の
山
上
_こ
も
こ
個
は
共
贋
な
も
の
が
あ

る
O
そ
の
外
ド
リ
ネ
の
形
な
具
備
す
る
が
.
崖
の
上
に
存
在
す
る
ii
め

7
カ

の
崩
壊
し
た
ら
し

い
-
り
が
三
四
個
あ
る
｡
鋼
密
.1
調
査
ぜ
ば
ー

匠
に
艶
個
か
在
蟹
見
さ
れ
る
で
あ
ら
う
｡
概
し
て
.
何
れ
J
カ
ル
ス
･1

の
幼
年
地
形
で
み
ろ
ー
こ
の
踏
査
.1
つ
き
野
田
理
単
士
か
ら
多
大
の
援

助
私
家

つ
iI
‥
TJ
は
感
謝
に
域

へ

相次
節
で
あ
る
｡
(
上
冶
)

0
朝
鮮
各
河
別
水
力
橡
集
束

水

系

鴨
繰

江

大
同
紅

梅
沖
江

沈

..1～

錦

江

路
光
江

蛸
緋
.'j

千
馬
力

I;
⊥
仙
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P
10
;:7

馬
力
数

八
八
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完
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九
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究
〇

三
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〓
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g
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力
言

-

∧
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口
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駿
桁
川

計

地

球

二

九
.
1壷

九
､
二
冠

着

1p
壷
ハ､昌
0

芯

(､
ニ
ハ畑
､
凹
三

第
六
番

即
ち
朝
鮮
に
放
け
る
預
療
水
力
地
粘
り
分
相
は
成
僻
最
大
甲
南
之
_

つ
ぎ
江
原
､
成
北
.
京
放
り
脂
序
に
て
全
呼
水
の
約
八
〇
%
は
北
鮮
_

偏
在
サ
ー
有
責
中

二
=1
馬
力
以
上
J付
帯
す
る
も
の
は
鴨
抽

江

､
瞭
粋
江

決
江
､
錦
江
.
路
究
江
､
橋
畔
紅
り
六
水
系
な
り
寸1
い
ふ
o

O

米

国

太

帝

球

岸

の
魚

粕

完

C
O
年
頃
か
ら
始
よ
っ
i1

北
米
太
平
搾
治
岸
の
鰯
錨
諦
非
は
.
最
初
は
其

切離
し
iL
鰯
の
顕
部
JP

内
臓
及
傷
ん
だ
摘
む
す
べ
て
鴇
中
に
捨
て
ゝ
ゐ
i1
が
ー
や
が
て
之
な
鍋

の
餌
に
す
る
や
-
tこ
七
つ
i;

1
九
二
二
年
喝
か
ら
之
を
我
国

へ
輸
出

し
て
..
肥
料
_こ
す
る
=
TJ
ゝ
iL{
リ
､
職
呼
中
細
軸
の
審
賓
が
激
将
L
i1

の
で
'
刷
贋
物
の
鰯
粕
が
非
常
に
多
-
な
つ
i1
.
カ
>
ホ
か
こ
ア
州
の

屯
y
-
レ
-
及
サ
y
･
ビ
ー
ド
恥
が
其
中
心
工
場
地
で

あ
る
.
J
あ

閑

地

か

ら
出
る
頗
桝
は
鰯
粕
全
域
二
前
咽
に
連
す
る
.
又
加
奈
陀
か
ら
は

放
粕
が
出
る
L
､
ア
ラ
ス
カ
か
ら
ほ

へ
-
,t
か
粕
が
で
ろ
や
-
に
な
っ

た
.
我
岡
の
北
悔
潟
で
寸}れ
ろ
紙
や
鰯
の
粕
の
窒
素
含
有
畳
は
八
渉
未

満
で
あ
る
の
に
.
太
平
搾
東
岸
の
粕
は

i
割
以
上
も
あ
っ
て
優
秀
花
化

料
で
み
る
が
本
邦
市
郎
で
は
.
内
地
嫌
粕
昏
瓶
二
甘
三
.
凹
十
捌
鱒
粕

官
八
'
九
十
凶
で
あ
る
¢
に
､
光
囲
物
は
官
記
.
六
十
凶
で
あ
る
ー
‥

れ
は
其
色
･,}
形
が
農
家
の
茄

_ニ人
ら
拍
i･iめ
で
み
ろ
t･)
い
ふ
､
し
か
し

=
の
魚
用
か
佐
川
L
ii
既
成

は敗
頃
其
光
昭
か
認
め
て
き
六
の
で
滑
水

は
有
望
な
取
引
商
品
で
わ
ら
-
ミ
い
ふ
‥
～
で
あ
る
0

0

朝
川-

妙

見

ヨ

温
海

航

仙消

印
伯
刺
誠
地
力
外
川
貿
易
部
は

四
鮮

W
O
四

七
八

毎
年
夏
期
に
北
鞍
航
路
蛮
風
食
む
開
音
P
オ
Y

t
イ
ル
ナ
ブ
シ
且
､
及

H
こ
セ
イ
の
譜
河
川
か
下
り
て
ヵ
-
ル
ス
T
t

t]

鴇
北
氷
禅
･,仲J
へ
て
速
-

西
欧
締
結
寸J
の
貿
易
わ
行
ひ
っ
ゝ
め
り
､

叫九

二
五
年
噂
に
こ
の
航
路

に
ょ
り
て
輸
入
凶
sl
O
､
0
0
0
布
皮
J.
輸
出
三
七
五
､
〇
〇
〇
布
度

へ
獣
皮
'
獣
毛
.
繊

維
ー
水
材
)な
斉
し
粕
常
の
成
顕
在
鍵

げ
た
り
ー
本

年
も
オ
ビ
河
貿
易
は
七
月
二
十
三
日
よ
り
二
十
八
日
迄
の
間
よ
り
開
か

れ
ー
三

七
イ
河
は
八
月

首

頃
よ
:
閃
か
れ
･
,
ts
i
ら
の
河
灯
航
泡

の
i･lめ
ド
ダ
イ
ナ
覇
(
こ
.
四
五
〇
噸
)
か
は
じ
め
･>
サ
ム
ス
既
(
防
.
九

七
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